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手をつないだ 
現代美術の三人展 

２０１８年 ３月１５日（木） 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 ３２ 号 （１面）

市長報酬３年連続値上げ
三島市２月議会、特別職報酬

2
月
20
日
、
三
島
市
二
月
議
会

本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
・
副
市

長
等
特
別
職
の
期
末
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
の
値
上
げ
が
、
一
般
職

給
与
等
の
値
上
げ
と
共
に
一
括

提
案
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

一
般
職
、
特
別
職
と
も
に
期
末

手
当
0.1

ヶ
月
の
増
額
と
な
る
も

の
で
、
市
長
の
ボ
ー
ナ
ス
は
H

27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
、
毎

年
10
万
8
千
円
、
三
年
連
続
で

値
上
が
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
市
民
感
情
に
反
す
る
条
例

改
正
案
は
賛
成
15
、
反
対
6
で

可
決
成
立
し
た
。

人
事
院
勧
告
制
度
は
、
公
務

員
の
ス
ト
等
の
争
議
権
の
労
働

基
本
権
を
制
約
す
る
こ
と
と
引

き
換
え
に
一
九
四
八
年
に
導
入
さ

れ
た
公
務
員
の
賃
金
決
定
制
度
だ

が
、
50
人
以
上
の
従
業
員
の
い
る

民
間
企
業
の
平
均
賃
金
と
比
較
し

て
国
家
公
務
員
賃
金
の
妥
当
性
を

示
す
も
の
で
、
国
家
公
務
員
以
外

に
地
方
公
務
員
の
給
与
等
も
各
自

治
体
の
状
況
に
勘
案
し
、
こ
の
制

度
に
準
拠
し
て
お
り
、
公
務
員
労

働
者
の
賃
金
決
定
の
法
的
根
拠
を

持
つ
も
の
だ
。
し
か
し
、
市
長
や

副
市
長
、
教
育
長
な
ど
特
別
職
は

人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
法
的
根

拠
は
何
も
な
い
。

本
来
、
市
長
等
特
別
職
の
報
酬

値
上
げ
は
報
酬
審
議
会
の
審
議
を

経
て
そ
の
妥
当
性
が
示
さ
れ
る
訳

だ
が
、
「
期
末
手
当
」
に
つ
い
て

は
条
例
に
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら

審
議
会
の
開
催
も
必
要
な
く
、
い

わ
ば
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
「
お
手

盛
り
値
上
げ
」
の
提
案
を
し
た
格

好
だ
。
こ
の
人
事
院
勧
告
に
準
拠

し
た
特
別
職
の
報
酬
値
上
げ
は

「
便
乗
値
上
げ
」
と
言
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
。

市
長
・
副
市
長
等
の
特
別
職
の

ボ
ー
ナ
ス
値
上
げ
の
一
方
で
、
社

会
状
況
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
掛
け
声
倒
れ
で
、
ボ
ー

ナ
ス
支
給
の
な
い
非
正
規
労
働
者

は
増
大
し
続
け
、
今
や
労
働
人
口

の
４
割
に
達
す
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
勤
労
者
世
帯
の
収
入
は
下

が
り
、
年
収
四
〇
〇
万
円
未
満
47

％
と
い
う
厳
し
い
社
会
状
況
が
続

い
て
い
る
。

高
齢
者
は
年
金
切
り
下
げ
、
低

所
得
者
は
生
活
保
護
費
の
削
減
と
、

ま
す
ま
す
格
差
社
会
が
広
が
り

「
働
い
て
も
働
い
て
も
生
活
が
楽

に
な
ら
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
」

現
実
が
あ
る
。

市
長
自
ら
も
、
二
月
議
会
冒
頭

の
施
政
方
針
演
説
で
「
地
方
は
景

気
回
復
の
実
感
が
無
い
」
と
説
明

し
て
い
な
が
ら
、
三
年
連
続
の
市

長
報
酬
値
上
げ
は
市
民
感
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。

豊
岡
市
長
は
二
〇
一
二
年
の
市

長
選
の
時
は
、
特
別
職
の
給
与
削

減
を
公
約
に
掲
げ
て
当
選
し
、
月

額
報
酬
九
二
万
二
千
円
か
ら
九
〇

万
円
に
切
り
下
げ
た
が
、
こ
の
度

の
改
正
に
よ
り
年
報
酬
は
当
時
よ

り
上
回
る
。
H
28
度
の
市
長
報
酬

年
額
は
一
五
五
五
万
円
、
箱
根
山

組
合
等
の
報
酬
を
加
算
す
る
と
一

七
五
〇
万
円
と
な
る
。

一
方
で
、
二
月
議
会
の
議
案
の

中
に
は
一
般
職
の
退
職
金
削
減
案

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
市
長

▼
つ
い
最
近
「
静
岡

水
わ
さ
び
伝
統
栽
培
」

が
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
と
い
う

報
道
が
あ
っ
た
。
そ
の
直
前

に
も
伊
豆
半
島
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
の
勧
告
が
ユ
ネ

ス
コ
執
行
委
員
会
に
な
さ
れ
、

4
月
に
も
正
式
認
定
さ
れ
る

と
い
う
。
関
係
者
は
大
喜
び

だ
。
▼
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

世
界
×
×
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
最
近
話
題
に
な
る
。

韮
山
の
反
射
炉
が
世
界
遺
産

に
な
っ
た
こ
と
は
お
な
じ
み

だ
が
、
他
に
も
似
た
よ
う
な

も
の
に
世
界
記
憶
遺
産
、
世

界
灌
漑
施
設
遺
産
な
ど
も
あ

る
。
朝
鮮
通
信
使
が
記
憶
遺

産
に
、
源
兵
衛
川
が
灌
漑
遺

産
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。
▼
で
も
な
ん
か

変
だ
。
な
ん
で
そ
ん
な
に
世

界
×
×
に
こ
だ
わ
る
の
だ
ろ

う
か
。
ど
う
も
、
世
界
×
×

に
な
る
と
観
光
客
が
増
え
、

地
域
経
済
が
潤
う
と
い
う
の

が
本
音
ら
し
い
。
▼
大
河
ド

ラ
マ
の
舞
台
に
な
る
と
一
時

的
に
は
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、

大
部
分
の
地
域
は
ド
ラ
マ
終

了
と
と
も
に
火
が
消
え
た
よ

う
に
な
る
。
誰
か
さ
ん
の
お

墨
付
き
を
も
ら
っ
て
「
濡
れ

手
で
粟
」
を
も
く
ろ
ん
で
も

一
時
的
に
は
人
集
め
に
使
え

る
。
そ
れ
が
世
界
×
×
の
政

治
利
用
だ
。
▼
安
倍
政
権
は

十
分
に
世
界
遺
産
登
録
を
政

治
利
用
し
て
い
る
。
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
…
」
が

最
た
る
も
の
だ
。
単
な
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
山

口
県
萩
の
反
射
炉
跡
を
韮
山

の
反
射
炉
と
一
緒
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
せ
た
の
は

政
治
利
用
そ
の
も
の
だ
。
▼

お
墨
付
き
が
な
く
て
も
い
い

も
の
は
い
い
。
残
念
な
が
ら

三
島
の
湧
水
は
今
の
楽
寿
園

に
は
全
く
な
く
、
白
滝
公
園

の
湧
水
も
な
く
な
り
、
桜
川

は
よ
ど
ん
で
い
る
。
桜
川
沿

い
を
歩
く
観
光
客
に
自
慢
で

き
る
状
態
で
は
な
い
。
こ
れ

以
上
湧
水
を
枯
ら
す
よ
う
な

政
策
は
や
め
、
湧
水
復
活
の

政
策
に
転
換
し
て
欲
し
い
も

の
だ
。

<

ｋ>

「
森
友
学
園
疑
惑
」
は
終
息
に

向
か
う
か
に
見
え
た
が
、
３
月
２

日
、
朝
日
新
聞
の
特
報
に
よ
り
、

急
遽
、
政
権
の
屋
台
骨
を
揺
る
が

す
大
疑
獄
事
件
に
発
展
し
て
き
た
。

一
昨
年
、
近
畿
財
務
局
が
森
友
学

園
側
に
国
有
地
売
却
の
際
の
決
済

文
書
が
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
る
と
い

う
ス
ク
ー
プ
に
野
党
は
に
わ
か
に

活
気
づ
い
た
。
こ
の
公
文
書
改
ざ

ん
は
重
大
な
犯
罪
行
為
だ
。
こ
の

よ
う
な
重
大
案
件
を
官
僚
が
勝
手

に
や
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
当
然
、

上
か
ら
の
政
治
的
な
圧
力
と
指
示

が
働
い
て
行
わ
れ
た
事
は
違
い
な

い
。
改
ざ
ん
の
直
接
的
指
示
は
財

務
省
前
理
財
局
長
の
佐
川
宣
寿
氏

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
佐
川
氏
は

昨
年
の
国
会
答
弁
で
「
契
約
文
書

は
破
棄
し
た
」
な
ど
と
嘘
八
百
を

並
び
立
て
て
逃
げ
た
。
政
権
を
か

ば
う
答
弁
が
際
立
っ
て
上
手
か
っ

た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
、
国
税

庁
長
官
に
昇
進

し
た
。
し
か
し
、

嘘
が
ば
れ
る
の
を
恐
れ
て
公
の
前

に
は
姿
を
現
さ
ず
、
就
任
の
記
者

会
見
す
ら
行
わ
ず
、
ホ
テ
ル
を
転
々

と
す
る
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
佐
川
氏
の
上
司
が
麻
生

太
郎
副
総
理
兼
財
務
相
だ
。
麻
生

氏
や
安
倍
首
相
の
責
任
は
免
れ
な

い
。
し
か
し
、
朝
日
の
ス
ク
ー
プ

後
も
、
麻
生
財
務
相
は
の
ら
り
く

ら
り
と
あ
い
ま
い
な
答
弁
を
繰
り

返
し
、
野
党
の
要
求
す
る
改
ざ
ん

前
の
決
済
文
書
の
提
示
も
「
検
察

が
捜
査
中
」
な
の
で
出
せ
な
い
と
、

「
国
政
調
査
権
」
を
見
下
す
発
言

を
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
３
月
９
日
に
な
り
、

森
友
学
園
と
直
接
交
渉
し
て
い
た

理
財
局
職
員
が
「
自
殺
」
し
た
報

道
が
駆
け
巡
り
、
安
倍
政
権
の
危

機
的
状
況
は
一
機
に
露
見
し
た
。

自
殺
し
た
担
当
職
員
は
事
の
重

大
さ
に
耐
え
切
れ
な
か
っ
っ
た
の

か
、
死
人
に
口
無
し
、
真
相
は
藪

の
中
だ
。
遺
書
に
は
無
理
じ
い
を

押
し
つ
け
た
上
司
へ
の
恨
み
つ
ら

み
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

佐
川
氏
は
逃
げ
き
れ
な
い
と
悟
っ

た
の
か
遂
に
国
税
庁
長
官
を
辞
任

し
た
。
し
か
し
、

こ
の
問
題
は
ト
カ

ゲ
の
尻
尾
切
り
で

終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
。

何
故
こ
ん
な
事
件
に
発
展
し
た

の
か
。
官
僚
が
官
邸
の
意
向
を
忖

度
し
、
政
権
の
思
う
よ
う
に
動
か

ざ
る
を
得
な
い
シ
ス
テ
ム
が
作
り

上
げ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

日
本
国
憲
法
は
15
条
2
項
で

「
す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者

で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
第
2
次
安
倍
政
権
が
成

立
後
、
二
〇
一
四
年
に
内
閣
人
事

局
が
新
設
さ
れ
、
幹
部
ク
ラ
ス
の

国
家
公
務
員
の
人
事
権
を
握
り
、

政
権
側
が
官
僚
を
自
在
に
操
る
た

め
に
使
わ
れ
る
組
織
な
っ
て
い
る
。

こ
の
内
閣
人
事
局
の
存
在
に
よ
り
、

官
僚
が
国
民
や
国
全
体
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
無
く
な
り
、
政
権
へ

の
過
剰
な
「
忖
度
」
が
働
い
た
結

果
の
事
件
と
言
え
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
真
相
解
明
に
は
「
森
友
学

園
疑
惑
」
中
心
人
物
で
あ
る
安
倍

昭
惠
夫
人
の
証
人
喚
問
は
避
け
ら

れ
な
い
。

〈
Ｈ
〉

昨
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家
公
務
員
の
給
与
等
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
三
島
市
職
員
も
こ
れ
に
な
ら
い
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
人
事
院
勧
告
に
便
乗
す
る
よ
う
に
、
市
長

や
副
市
長
、
教
育
長
の
特
別
職
も
期
末
手
当
等
の
増
額
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。
三
島
市
に
お
い
て
中
小
零
細
企
業
等
厳
し
い

経
済
情
勢
の
中
、
三
年
連
続
の
市
長
等
の
期
末
手
当
値
上
げ
に
市

民
が
果
た
し
て
納
得
す
る
だ
ろ
う
か
。

遂
に
、
安
倍
政
権
絶
体
絶
命

の
退
職
金
は
減
額
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
。
金
額
が
増
え
る
場

合
は
便
乗
し
、
下
が
る
場
合
は

無
視
す
る
と
い
う
の
は
市
民
目

線
か
ら
見
る
と
自
分
勝
手
で
虫

の
い
い
話
と
映
る
の
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

市
民
税
も
増
え
る
一
方
で
、

三
島
市
の
借
金
も
な
か
な
か
減

ら
な
い
中
、
ど
う
し
て
市
長
自

ら
が
ボ
ー
ナ
ス
を
上
げ
る
事
が

で
き
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
。

今
回
、
市
長
・
副
市
長
の
期

末
手
当
増
額
に
反
対
し
た
６
名

の
議
員
は
〔
清
論
会
〕
弓
場
、

野
村
、
佐
藤
、
杉
沢
の
４
名
と

〔
共
産
党
〕
下
山
、
服
部
の
２

名
。
賛
成
し
た
の
は
、
〔
緑
水

会
〕
大
房
、
松
田
、
瀬
川
、

〔
改
革
三
島
〕
土
屋
俊
博
、
藤

江
、
佐
野
、
伊
丹
、
〔
公
明
党
〕

堀
江
、
村
田
、
〔
新
未
来
21
〕

川
原
、
石
綿
、
岡
田
、
〔
無
会

派
〕
土
屋
利
絵
、
〔
清
論
会
〕

大
石
、
中
村
の
各
議
員
だ
っ
た
。

〈
Ｈ
〉

「
○
月
○
日
の
憲
法
改
正
国

民
投
票
で
は
、
賛
成
（
反
対
）

に
皆
さ
ま
の
清
き
一
票
を
！
」

も
し
国
会
が
憲
法
改
正
を
国

民
に
提
案
（
発
議
）
す
る
と
、

60
～
１
８
０
日
以
内
に
国
民
投

票
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
「
最
短

60
日
、
最
長
１
８
０
日
間
」
は
、

国
民
が
憲
法
改
正

案
を
承
認
す
る
の

か
様
々
な
立
場
や

角
度
で
論
じ
あ
う

国
民
投
票
運
動
の

期
間
で
あ
り
、
私

達
は
原
則
自
由
に

運
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

冒
頭
に
あ
る
よ

う
な
「
賛
成
（
反

対
）
に
一
票
を
！
」

と
い
う
国
民
投
票

運
動
広
告
は
投
票

日
の
２
週
間
前
か

ら
禁
止
と
な
る
が

（
第
１
０
５
条
）
、

「
私
は
、
賛
成

（
反
対
）
で
す
！
」

と
い
う
意
見
広
告
は
投
票
日
当

日
ま
で
可
能
だ
。
国
民
投
票
法

の
大
き
な
問
題
点
と
い
え
ば
、

こ
の
国
民
投
票
運
動
の
た
め
の

費
用
支
出
に
制
限
が
な
い
こ
と

だ
。
改
憲
派
は
広
告
費
に
３
０

０
～
４
０
０
億
円
か
け
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
通
常
テ
レ
ビ
の
放

送
枠
は
３
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら

確
保
し
て
い
る
そ
う
で
、
も
し

本
当
に
安
倍
総
理
が
「
年
内
に

発
議
を
」
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
CM
の
発
注
や
芸
能
人

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
す
で

に
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。

日
本
人
は
テ
レ
ビ
が
大
好
き

で
あ
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
影
響

を
受
け
る
。
あ
な
た
が
大
好
き

な
芸
能
人
が
改
憲
を
訴
え
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
？
自
衛
隊
員
が
災

害
救
助
を
行
っ
て
い
る
感
動
的

な
映
像
と
共
に
「
自
衛
隊
明
記

賛
成
！
」
な
ん
て
い
う
CM
が
流

れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
憲
法
な

ん
て
知
ら
な
い
人
達
は
あ
っ
さ

り
と
流
さ
れ
て
し
ま
う
。

国
民
投
票
の
長
い
歴
史
を
持

つ
欧
州
諸
国
で
は
、
多
く
が
テ

レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
CM
を
全
面
禁
止

と
し
て
い
る
。
日
本
で
も
広
告

費
の
上
限
を
設
け
た
り
、
賛
成

／
反
対
両
方
の
CM
が
同
じ
時
間

帯
に
同
じ
回
数
の
み
放
映
可
能

な
ど
の
規
制
を
設
け
る
べ
き
だ
。

そ
う
す
る
為
に
は
、
も
っ
と
国

民
が
こ
の
法
律
を
知
り
、
お
か

し
い
と
声
を
あ
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

＊
参
考
資
料
「
メ
デ
ィ
ア
に

操
作
さ
れ
る
憲
法
改
正
国
民
投

票
」
本
間
龍

〈
Ｎ
〉
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知っていますか？国民投票法 ②

書
き
留
め
て
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あ
さ
の

か
ず
こ

分
断
の
七
十
年
の
冬
を
越
え
統
一
旗
振
る

少
女
の
清
し

す

が

不
知
火
の
海
鳴
り
風
熄
む
そ
の
夜
明
け

や

菩
薩
と
な
り
や
石
牟
礼
道
子


